
スタンドパイプ（ＳＰ）訓練 

６／９午前中、西４Ｄ角の消火栓を使って貝がら公園に放水する訓練が行われ、お子さんを含

め総勢５０名（２丁目３名、４丁目３名）の皆さまが熱心に参加されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★参加者の感想 

操作の力加減が分かってよかった／一度だけではよく分からないのでまた訓練したい／消火栓

のフタが重くて女性には開けられない／送水の操作が固いので大変だった／（訓練）待ち時間長

い／一人一人が操作を最初から最後まで見られるようにして欲しい／拡声器を使って欲しかった

／消火栓を２か所使った方がよいのでは／など 

★防災隊本部の意見 

・予定では２か所の消火栓と２台のＳＰを使っての訓練を予定したが、結果１か所の消火栓と１

台のＳＰになってしまった、これは消防士さんとの事前打ち合わせが不十分で、同時に２か所で

の操作指導は難しいことが分かった、また、もう 1台のＳＰの点検ができなかった。 

・今回使用したホースに水漏れが発見されたので業者に修理を依頼する。 

★消防士さんから 

・今回は消火栓と放水場所とがお互い見えない位置だったので、「放水準備ＯＫ」「放水始め」「放

水止め」などの「合図」がバラバラになった。合図を出す人を 1～2 人決めて、意思の疎通が大事。 

・年に一回でも復習を兼ねて訓練してください。 
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貝がら公園に放水 

裏面にも記事あります 

左
：
放
水
始
め
！ 

右
：
送
水
開
始 


